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第４章　　　特別活動

第１　本指導実践事例集の活用について
１　作成の基本的な考え方

　本資料は、中学校学習指導要領及び同解説並びに埼玉県中学校教育課程編成要領及び同指導資料、同評価資料の趣旨に基

づいて作成した。

　今回の中学校学習指導要領では、特別活動がよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる教育

活動であることを一層明確にするために目標に「人間関係」が加えられた。さらに各活動及び学校行事の目標により、それ

ぞれの教育活動としてのねらいと意義が明確に示された。本資料も、望ましい人間関係を築くこと及び育てるべき資質や能

力を明確にすることを意識して作成した。また、特別活動の特質及び方法原理である「望ましい集団活動」について「事前

の活動」→「本時（当日）の活動」→「事後の活動」の例を示し、それぞれの場面での評価についても実践につながること

を意識して具体的な評価の事例を示した。

　さらに、言語活動の充実等、中学校学習指導要領の改善事項に加え、小学校と中学校の円滑な接続のために「小中連携の

充実」に向けた事例を示した。

２　取り上げた内容

⑴　学級活動の事例

　活動内容「(1)学級や学校の生活づくり」では、体育祭における学級対抗の全員種目を成功させるための話合い活動の

事例を取り上げた。言語活動の充実の視点から、生徒が折り合いをつけて話し合い、互いのよさを認め、信頼し支え合う

などの人間関係を築くための指導と評価のポイントを示した。

　活動内容「(2)適応と成長及び健康安全」では、小学校と中学校の円滑な接続に向け、中学校生活の見通しをもたせ、

期待感を高めることができるよう「中学生となって」を題材とした事例を取り上げた。入学当初の個人目標を決定するに

当たり、小学校高学年との接続を図ることで生徒が希望や目標をもって学校生活を送ることができるようになるための指

導と評価のポイントを示した。

　活動内容「(3)学業と進路」では、自宅学習による不得意教科の克服のための方法について、共通する悩みを話し合い、

実践に結び付けるために「自主的な家庭学習」を題材とした事例を取り上げた。互いの自宅学習への悩みや効果的な学習

方法を知ることで、自らの自宅学習の方法を見直し、実践を通して自信を高めるための指導と評価のポイントを示した。

⑵　生徒会活動

　生徒会活動では、「小中連携」に視点を当てた事例として、小学校６年生に対する「生徒会活動のオリエンテーション」

を取り上げた。生徒会役員を中心に全校生徒で取り組むことをとおして、小学生の中学校生活への不安を取り除くととも

に、自校への連帯意識や所属感を深め、社会に参画する態度や自治的能力を育成するための指導と評価のポイントを示した。

⑶　学校行事

　学校行事では、５種類の学校行事のうち、(3)健康安全・体育的行事としての避難訓練及び(4)旅行・集団宿泊的行事と

して自然教室の二つの事例を取り上げた。避難訓練では、非常事態に際して迅速・的確に判断して対処する能力を養うた

めの事前指導や当日の指導のポイント、事後指導での評価方法について示した。また、自然教室の事例では、「体験活動

の充実」のために、事前にねらいや意義を十分理解させ、意欲をもって活動できるよう配慮するとともに「言語活動の充

実」の視点から事後の新聞作成を取り上げた。

３　本資料の活用に当たって

　本資料は、埼玉県教育課程指導資料及び同評価資料を補う性質のものである。本資料及び指導資料、評価資料を活用し、

指導と評価の充実を図ることが大切である。その際、一人一人の生徒のよさや可能性を積極的に認めるとともに集団の発達

や変容について適切に評価し、指導の改善に生かすという視点が重要である。そのため、各事例の中で評価の場面における

「目指す生徒の姿」や「十分満足できる状況」を分かりやすく示した。

各学校では、本資料を参考に生徒や地域の実態に合わせ、各活動・学校行事において「目指す生徒の姿」を具体的にし、適

切な評価により、指導の改善を図っていくことが大切である。
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第２　実践事例

 事例１　　学級活動　　体育祭の成功に向けた話合い活動の指導と評価の事例

　本事例は、体育祭における学級対抗の全員種目を成功させるための話合い活動である。話合い活動を通して、運動が
得意な生徒や勝利にこだわる生徒、運動が苦手な生徒や体育祭の活動に無関心な生徒などが一体となり、取組に必要な
学級の風土を醸成しながら一人一人の活動意欲を高める。こうした実践を通して、よさを認め合い、信頼し支え合うな
どよりよい人間関係を築き、学級生活の充実・向上を図っていくための話合い活動である。

１　議題　「大縄跳びを成功させよう」（内容⑴学級や学校の生活づくり ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決）

２　議題選定の理由
　本学級ではこれまで学級活動委員会が中心となり、一人一人のよさが生きる議題（「教育実習生のお別れ会を成功させよう」
「修学旅行の学級レクを決めよう」「係活動を発展させよう」など）で話合い活動を行ってきた。その結果、生徒の活動意欲
や集団や他者に関わろうとする意識が高まったり、学級内の人間関係をよりよくしたりする言動が顕著になってきた。しか
し、互いのよさを十分に理解できず、固定化した人間関係の中で過ごしている生徒も見受けられる。学期末に行った学級生
活のアンケートでも「一部固定化している生徒たちが気になる」「体育祭でみんなが団結できるか不安」などの意見があった。
　本議題は、学級生活アンケートから学級の課題を明確にし、これまでの成果を実感させながら、『中学校生活最後の体育
祭を成功させたい』『学級の団結力や一体感が必要とされる大縄跳びで勝ちたい』という生徒の願いを生かし、議題化を図っ
たものである。体育祭は、学級としてのまとまりを高め、生徒一人一人にとって思い出深い行事となることが多い。一方、
大縄跳びなどの学級対抗の種目は、運動が得意な生徒や苦手な生徒、勝ちにこだわる生徒や無関心な生徒などの間で練習中
に問題が発生したり、仲違いが生じたりするなど学級としての真価が問われる場面も出てくる。そこで、話し合った成果を
生かし、互いに協力しながら支え合って活動していく態度を育成するとともに学級の課題をよりよく解決しながら達成感を
味わわせることで、学級生活がさらに充実できると考える。

３　指導のねらい
　○学級の一員としての自覚を高め、学級に対する所属感や連帯感を深める。
　○互いのよさを認め、支え合いながら協力して実践する態度を育む。

４　評価の観点と評価規準

５　展開の過程
⑴　事前の指導と生徒の活動

※評価の観点は以下のように略して表記する。次頁以降も同様である。
(関)・・・集団活動や生活への関心・意欲・態度
(思)・・・集団や社会の一員としての思考・判断・実践
(知)・・・集団活動や生活についての知識・理解
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⑵　本時の指導と生徒の活動
　ア　本時の活動テーマ　「お互いを認め、支え合い、団結して大縄跳びに取り組もう」
　イ　本時のねらい
　　○体育祭に向けた学級の取組に関心をもち、互いの考えを生かし合意形成を図る。
　　○学級の一員としての自覚を深め、体育祭に向けての活動意欲を高める。
　ウ　展開

⑶　事後の指導と生徒の活動
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 事例２　　【学級活動】　中学校入学当初の不安の解消をめざした指導と評価の事例

　本事例は、中学校入学当初において新しい友達や教師との出会いの中で、不安や悩みを抱える生徒一人一人が、新た
な目標をもって学校生活を送ることができるようにするための取組である。中学校入学当初は、新たな友達との出会い
の中で不安や悩みを抱えることが多い。様々な不安をお互いに共有し、その解決のために「なりたい中学生像」を語り
合い、新たな中学校生活の目標を設定していく活動である。

１　題材　　「中学生になって」
　　内容(2)適応と成長及び健康安全　（ア　思春期の不安や悩みとその解決　　オ　望ましい人間関係の確立）

２　題材設定の理由
　中学校へ入学した当初の生徒は、新たな友達との出会いの中で集団生活を送ることになる。また、教科担任による授業や
新しい教科、部活動での先輩・後輩の関係など、新しい学校生活への興味・関心を高めていき、新たな決意や目標をもちや
すい時期でもある。しかし、生徒同士や対教師との人間関係や思春期における課題、経験していないことへの不安を抱く時
期でもある。また、いわゆる中１ギャップにより、新しい生活環境や人間関係につまずいて、学校生活への不適応を起こす
ことも少なくない。そこで、いわゆる中1ギャップによる学校への不適応等に十分配慮するとともに、小学校高学年（６年生）
の学級活動（題材「もうすぐ中学生」等）との接続も図り、不安や悩みを解消し、生徒に希望や目標をもたせ、達成感を味
わわせることができるように工夫し、中学校生活を送れるように指導することが重要となる。
　そこで、本授業においては、「この学年・この学級」についての理想を語り合い、生徒が、一年間の努力目標を「知徳体」
をおさえながら設定していくことで、今後の中学校生活の不安や悩みを解消し、夢や希望をもって送れるようにしていきた
いと考え、本題材を設定した。

３　指導のねらい
　○中学校入学の喜びの中で、新しい中学校生活への不安を取り除き、これからの生活に期待感を高めるようにする。
　○生徒、保護者、教師の願いを生かしながら、中学生としての理想の学年・学級生活を考えることができる。
　○生徒一人一人が、個人の努力目標を決定し、それに向かって努力しようとすることができる。

４　評価の観点と評価規準

５　展開の過程
⑴　事前の指導と生徒の活動

※本来であれば、学級活動委員会を組織し、生徒の活動を取り入れたいが、入学したばかりの時期のため教師主導での活
動になる。
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⑵　本時の指導と生徒の活動
　ア　本時の活動テーマ「中学校生活の目標を考えよう」
　イ　本時のねらい
　　○新しい中学校生活への不安を取り除き、これからの生活に意欲がもてるようにする。
　　○中学生としての理想の学年・学級生活を考え、生徒一人一人が、個人目標を決定することができる。
　ウ　展開

⑶　事後の指導と生徒の活動
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６　資料
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 事例３　　学級活動　　学習意欲を高める指導と評価の事例

　本事例は、家庭学習における生徒の意欲を高める活動である。家庭学習の必要性はどの生徒も感じてはいるものの、
継続する辛さを避ける傾向にある。そこで、自分に甘える心や、うまく進められない悩みは仲間も同じように抱えてい
ることを知り、励まし合うことにより個々の意欲を高めていく活動が大切となる。本事例は、全員が「これだ」と思う
学習方法を紹介し、紹介された多くの方法から各自がふさわしい方法を見いだしていくことで自己有用感を高め、自信
をもたせることができる活動でもある。

１　題材　　「自主的な家庭学習」
　　内容⑶学業と進路　（イ 自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用）

２　題材設定の理由
　中学２年生の段階では、一般的には自分にふさわしい学習方法がある程度理解でき、家庭学習が進められる時期である。
しかし、本学級の生徒は学習を充実させようとする意識が低く、学習が必要だと感じてはいるものの努力が十分でない生徒
が多い。また、家庭学習は宿題をこなすものという生徒もいる。その受け身の姿勢を改善し、意欲的に学習する習慣を身に
付け、その継続により達成感や満足感を味わい、学習に主体的に取り組む力を育みたい。現段階で生徒が主体的に学習に取
り組めないのは、方法や時間の使い方が分からないことが大きな要因となっている。そこで学習方法を紹介し合い、これま
での自分の方法を見直し、個々の家庭学習をより充実させるために本題材を設定した。

３　指導のねらい
⑴　自主的に学習に取り組もうとする態度を育てる。
⑵　全員が「効果的な学習方法」を紹介することで、自己有用感が味わえるようにする。

４　評価の観点と評価規準

５　展開の過程
⑴　事前の指導と生徒の活動
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⑵　本時の指導と生徒の活動
ア　本時の活動テーマ「自分に合った学習方法を見つけよう」
イ　本時のねらい
　○効果的な学習方法を発表し合う中で、自己有用感を味わうことができるようにする。
　○仲間の発表を生かし、自分の学習方法を見直し、家庭学習への意欲を高める。
ウ　展開

⑶　事後の指導と生徒の活動
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６　資料等

名前

名前

①家庭学習に関するアンケート（例）

④授業用ワークシート（例）

②学級活動委員会の評価カード（例）

③学習方法カード（例）
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 事例４　　生徒会活動　　小学校６年生に生徒会活動を紹介する事例(小中連携を促進し、中1ギャップの解消を目指して)

　本事例は、小学校６年生のアンケートで把握された「中学校に対する興味・関心」を高めるとともに、｢中学校に対
する不安｣ を解消し、希望や目標をもって入学してくることをねらいとした取組である。また、中学生にとってもこの
活動の準備や説明に参加することにより、自校に対する誇りを高め、所属感を深めることも目指している。

１　活動名　生徒会活動のオリエンテーション（新入生の皆さん！○○中学校へようこそ!!）(1)生徒会の計画や運営

２　指導のねらい
⑴　中学生が自校の生徒会活動や学校行事を小学生に分かりやすく説明し、進級する自覚をもつ。
⑵　上級生や生徒会役員としての責任や役割などについて考え、思いやりの心をもつ。
⑶　中学校の全校生徒が自校の生徒会活動や学校行事に関心をもち、自校に対する誇りを高め、所属感を深める。

３　評価の観点と評価規準

４　活動内容
⑴　事前の活動
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　５　資料

　⑶　事後の活動

　⑵　当日の活動（Welcome会次第）

①小学 6年生の感想＆お礼の手紙（例） ②中学生の感想（振り返りカード）（例）
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 事例５　　学校行事（⑶健康安全・体育的行事）　大規模な地震を想定した避難訓練の事例

　予想を超えた未曾有の巨大地震の経験から、学校には、これまでの想定にとらわれることのない、ありとあらゆる可
能性を考慮した避難訓練の実施が求められている。ここでは、各校が避難訓練を実施するための指導計画作成に当たっ
て、学校行事としての避難訓練の標準的な流れに今後配慮していくべき点・留意すべき点を加味している。

１　学校行事名　「避難訓練」　（内容⑶健康安全・体育的行事）

２　ねらい
⑴　災害発生時（地震）の基本行動を身に付ける。
⑵　避難経路や安全な避難の方法を理解させ、指示に従って速やかに行動できるようにする。
⑶　防災に対する意識の高揚を図り、安全に気を配る態度を養う。

３　評価の観点と評価規準

４　実施計画
⑴　期日　平成○年９月１日（木）第２・３校時
⑵　場所　学校内各授業場所（普通教室、特別教室、校庭、体育館等の各施設）
⑶　参加学年　全学年（今回は授業中の地震発生を想定するため、主として学級単位となる）

５　活動内容と方法
⑴　活動内容　　①通報訓練　②避難訓練
　　　【想定】地震発生（震度５弱以上）
⑵　事前の指導と生徒の活動
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⑷　事後の指導と生徒の活動

⑶　当日の活動

聞
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６　資料等
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 事例６　　学校行事（⑷旅行・集団宿泊的行事）　自然を体験し、人との絆を深める活動の事例

　本事例は、生徒が平素は自然に触れ合う機会が少ないことから豊かな自然に触れ合う機会を作り出すために実施して
いる自然教室である。宿泊を伴う集団生活において自然の大切さを学ばせるとともに、人との絆を十分に深めさせるこ
とや、実行委員を中心として自分たちの生活を自分たちでつくり上げていこうとする意識をもたせることができる活動
である。

１　学校行事名　自然教室（⑷旅行・集団宿泊的行事）

２　ねらい
⑴　自然の中での集団生活を通し、規範意識を育むとともに、学年・学級の団結力を高め、人間関係を深める。
⑵　事前の準備、現地での体験活動を通し、自主的、自律的な態度を育成する。

３　評価の観点と評価規準

４　実施計画
⑴　期日　平成 ○ 年６月20日（月）～６月23日（木）
⑵　場所　奥日光自然の家
⑶　参加学年　２学年　計○○名

５　活動内容と方法
⑴　活動内容
　　１日目　開校式・施設点検　　２日目　班別ハイキング
　　３日目　コース別活動(野外炊事・ハイキング・写生)　　４日目　大掃除・閉校式
⑵　事前の指導と生徒の活動

図る
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⑶　当日の活動
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６　資料等

⑷　事後の指導と生徒の活動

①事後の評価カード（例） ②事後の新聞


